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酪農経営を取り巻く環境は極めて厳しい。

図１に、近年の生乳価格と配合飼料価格の推

移を示した。折れ線グラフは、前者の価格を

後者の価格で割った交易条件（注１）を表してい

る（生乳価格÷配合飼料価格×100）。この

交易条件の値は、大きいほど酪農経営に有利

になり、小さいほど酪農経営に不利になる。

酪農経営の交易条件は、平成14 ～ 20年に

かけて悪化し、その後、21年に改善している。

再び22 ～ 25年にかけて悪化するが、令和２

年にかけて改善している。そして２～３年、

４年と大きく悪化していることが分かる。特

に、４年に大きく落ち込んでいるのである。

４年の交易条件の悪化は、図１からも分かる

ように、配合飼料価格の高騰が大きい。周知の

通り、（１）新型コロナウイルス感染症拡大によ

る国際的な物流への影響（２）ロシアのウクラ

イナ侵攻に伴う穀物供給の減少（３）円安―が

配合飼料価格高騰の主な要因になっている。

このような厳しい状況下で、酪農経営がい

かに持続的に展開できるかが大きな課題に

なっている。

さて、都府県における酪農経営の規模別戸

数の推移を表したものが図２である。飼養頭

数100頭未満の階層で飼養戸数が減少傾向

にあり、特に小規模階層での減少率が大き

い。20頭未満では年率（平成20〜令和４年）

6.28％、20 ～ 29頭では年率6.20％の減少
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図１　交易条件（生乳価格/飼料価格）の推移
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　近年の酪農経営を取り巻く交易条件は大変悪化している。他方、都府県では乳用牛100頭以
上の規模の酪農経営が増加している。本稿では、大規模酪農経営の事例として、岡山県笠岡市
の干拓地に立地する株式会社竹信牧場を取り上げ、経営管理の中でも施設の投資と労務管理の
側面から教訓を得ることにする。

【要約】
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になっている。一方、100頭以上規模では、

年率1.11％の増加になっている。

令和２年から、100頭以上規模と一つの階

層区分だったものが、100 ～ 199頭、200

～ 299頭、300頭以上という階層が細分化

されるようになっている。これを一覧にした

ものが表１である。100 ～ 199頭では年率

（２〜４年）5.71％、200 ～ 299頭では年

率8.76％、300頭以上では年率8.22％の増

加になっている。300頭以上の階層では令和

４年に130戸に達していることが分かる。

さらに、乳用牛の規模別の飼養頭数の推移

について見たものが、表２である。100 ～

199頭では年率（２〜４年）3.14％、200

～ 299頭では年率9.67％、300頭以上では

年率7.19 ％の 増加 になっ てい る。ま た、

100頭以上の乳用牛の飼養割合が、４年に

41.9％を占めている。同年における100頭

以上の酪農経営の戸数割合は、9.5％である。

以上のことから、都府県では、100頭以上

の大規模な酪農経営によって、乳用牛の約４

割が飼養されていることになる。

大規模酪農経営の成立は、大変魅力的であ

る。確かに、酪農経営においては家族経営が

主流であるが、急速にその戸数を減少させて

おり、都府県において乳用牛の飼養頭数の多く

を大規模酪農経営が支える結果になっている。

ただし、大規模経営の持続的な展開には、

家族経営とは異なり、大規模な施設投資や雇

用を伴い、固定費部分が大きくなる。そのた

め、家族経営よりも、より緻密な経営管理が

求められる。特に、前述のような交易条件の

悪化の時期には、経営管理がまさしく重要に

なる。また、雇用のウエートが高くなるので、

家族経営において暗黙知の部分が大きかった

作業内容を、マニュアル化する必要もある。

本稿では、岡山県において、乳用牛（経産牛）

を約500頭飼養している大規模酪農経営を

取り上げ、その展開過程を見ていく。特に、

経営管理の中でも、施設の投資と労務管理の

側面から捉えて教訓を得ることにする。

（注１）ここでの交易条件は、仕入れコストが製品の価格に転換
できているか、その関係を見たものである。なおここでは、仕入
れとして配合飼料、製品として生乳を取り上げた。
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図２　乳用牛の規模別飼養戸数の推移（都府県）

表１　乳用牛の規模別飼養戸数の推移（都府県）

資料：農林水産省「畜産統計」
　注：各年２月１日現在。

20頭未満 20 ～ 29 30 ～ 49 50 ～ 79 80 ～ 99 100 ～ 199 200 ～ 299 300頭以上 合計
令和２年 2,450 1,570 2,260 1,140 311 434 93 111 8,369 

３年 2,270 1,450 2,110 1,160 310 462 97 122 7,981 
４年 2,060 1,310 2,060 1,140 300 485 110 130 7,595 

（単位：戸）

表２　乳用牛の規模別飼養頭数の推移（都府県）

資料：農林水産省「畜産統計」
　注：各年２月１日現在。

20頭未満 20 ～ 29 30 ～ 49 50 ～ 79 80 ～ 99 100 ～ 199 200 ～ 299 300頭以上 合計
令和２年 37,000 51,800 115,800 93,300 36,500 76,900 28,600 90,000 529,900 

３年 33,500 45,900 108,500 94,000 36,200 79,400 29,400 97,000 523,900 
４年 31,300 42,300 103,600 91,700 35,200 81,800 34,400 103,400 523,700 

（単位：頭）
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本稿で取り上げる株式会社竹信牧場（以下

「竹信牧場」という）は、岡山県笠岡市の干

拓地に立地する。同地には、畜産農家が入植

し、大規模な経営を展開している。竹信牧場

はその中の代表的な酪農経営である。経産牛

を約500頭飼養している。前述のように、都

府県では、300頭以上の酪農経営が令和４

年に130戸存在している。竹信牧場はこの

130戸の中の１戸ということになる。

竹信牧場が当該干拓地に入植したのは、平

成６年で、100頭の乳用牛からスタートし

ている。ハード面では、８頭Ｗのミルキング

パーラーとフリーストール牛舎を導入してい

る。９年には、12頭Ｗのミルキングパーラー

を増設している。17年に、後述するような

トウモロコシ２期作を開始している。23年

には、法人化し、経産牛飼養頭数も300頭

規模に拡大している。24年に畜舎を増築す

るとともに、26年には、18頭Ｗのミルキン

グパーラーを増設している。この時点で経産

牛飼養頭数が450頭規模に達している（写

真１～３）。

なお、公益社団法人中央畜産会主催の「平

成27年度全国優良畜産経営管理技術発表会」

において最優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞

している。

そして、30年３月に40頭タイプのロータ

リーパーラーを導入している（写真４）。

代表取締役の竹信茂治氏は、昭和44年

生まれで、中堅として経営内外で活躍して

いる。

２　施設の投資

写真１　フリーストール牛舎

写真２　哺育牛舎

写真３　育成牛舎

写真４　ロータリーパーラーの全景
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（１）ロータリーパーラーの導入動機

ロータリーパーラー導入の動機は、茂治氏

によると、（１）いかに搾乳効率を向上させ

るか（２）いかに搾乳作業の強度を軽減させ

るか―にある。しかし、搾乳作業の時間は短

くなるが、雇用人数は増えることになる。古

いパーラーでは、１回当たり４人でシフトを

組んでいたが、ロータリーパーラーでは、同

６人のシフトである（写真５、６）。

作業をローテーションで行っているが、前

搾りは技術や経験が必要とのことであった。

搾 乳 は、 １ 日 に5:00 ～ 8:00、12:00 ～

15:00、18：00 ～ 21：00の３回行っている。

なお、６人のシフトであるが、日本人１～

３人、フィリピン人・ベトナム人３～５人で

ある。搾乳作業において、外国人技能実習生

（以下「実習生」という）や外国人労働者が

大きな役割を担っていることが分かる。

（２）ロータリーパーラーの機種選定

ロータリーパーラーの導入に当たっては、

茂治氏は、北海道や米国を視察している。古

いパーラーは米国ボーマチック社製だった

が、近隣にあった代理店が閉鎖された。西日

本オリオン株式会社瀬戸内営業所が、笠岡市

の近隣の浅口市鴨方町に開設されたので、

メンテナンスのしやすさを考慮して、同社の

ロータリーパーラーを導入した。

過去にゴムのローラーやポンプが故障し、

半日稼働できないという事態が発生したた

め、それ以降は代理店にバックアップの部品

を置いてもらうことにしている。このアクシ

デントに見舞われた以外は、ロータリーパー

ラーは１ポイントで故障しても39ポイント

で搾乳できるというメリットを生かし、順調

に稼働させてきた。

施設の規模が大きいだけに、代理店との物

理的な距離や、迅速なメンテナンスと修理部

品の在庫の重要性を物語っている。

ロータリーパーラーの導入に際し、株式会

社日本政策金融公庫のスーパーＬ資金で２億

3000万円を借り入れて、建物２億2000万

円、バルククーラー 1000万円の投資を行っ

た。また、ロータリーパーラーは餌寄せロ

ボットとともに（計6000万円）楽酪事業を

活用して導入し、3000万円の補助残をリー

スで対応している。なお、楽酪事業の補助金

額に上限があったため、上限を超えた587

万円は自己資金で賄った。多額の投資になる

ので、財務管理が極めて重要といえる。

（３）乳用牛の増頭

乳用牛の飼養状況は表３の通りである。経

産牛飼養頭数が500頭を超える大規模酪農

写真５　ロータリーパーラーでの搾乳

写真６　ロータリーパーラーのモニター
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経営である。現在は、やや過密状態になって

いるため、経産牛470 ～ 480頭規模にまで、

飼養頭数を減らす予定である。すなわち、少

数精鋭の飼養を目指している。

しかし、と畜場において廃用牛のと畜の枠

を確保する必要があるため、予め、と畜頭数

をおかやま酪農業協同組合に伝え、同組合か

ら、と畜の枠を岡山県営食肉地方卸売市場に

連絡してもらうことになっている。

このように、乳牛の飼養頭数の減少には、

廃用牛のと畜というプロセスが伴うため、柔

軟な対応が難しいことが分かる。

生乳出荷量は、令和元年が4780トン、３

年が5318トン、４年が5516トンである。

経産牛１頭当たり生乳生産量で見ると、元年

が9876キログラム、３年が１万327キログ

ラム、４年が１万1076キログラムと年々増

加していることが分かる。

大規模酪農経営の場合、ハードの整備とそ

れをうまく使う労働力の確保が重要である。

本牧場の場合、実習生の活用や外国人労働者

を雇用している。そのノウハウと課題を明ら

かにする。

（１）労働力の構成

本牧場の労働力は、表４の通りである。家

族労働力４人のうち、基幹労働力は２人、補

助労働力は２人である。常時雇用は、令和元

～５年にかけて８人から12人に増加してい

る。実習生は７人から５人に減少している。

常時雇用の１人は、茂治氏の従兄弟であ

る。獣医師の資格を持っているので、淘
と う た

汰対

象の牛を迅速に見つけることができる。ま

た、牛に慣れているため、係留せずに妊娠鑑

定を実施することができる。

発情牛や疾病牛の発見・対応には、獣医師

を頼るのではなく、ロータリーパーラーと同

時に導入した発情発見装置やキャッチペン（注２）

を活用している。

（注２）発情牛や疾病牛など注意を要する牛の待機場。

３　労働力の確保

表３　竹信牧場の乳牛飼養頭数の推移

資料：竹信牧場への聞き取りを基に筆者作成

令和５年１月末 4年１月末 （参考）元年末
経産牛飼養頭数 514頭 508頭 488頭
　うち搾乳牛飼養頭数 466頭 448頭 419頭
　うち乾乳牛飼養頭数 48頭 60頭 69頭
未経産牛飼養頭数 240頭 289頭 311頭

表４　竹信牧場の労働力の構成

資料：竹信牧場への聞き取りを基に筆者作成

項　　目 令和５年１月末 元年
男性 女性 男性 女性

家族労働力　基幹労働力 1人 1人 1人 1人
家族労働力　補助労働力 1人 1人 1人 1人
常時雇用 11人 1人 6人 2人
臨時雇用（雇用延べ日数／年） 0日 0日 240日 0日
ヘルパー（利用延べ日数／年） 0日 0日 0日 0日
外国人技能実習生 0人 5人 0人 7人
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（２）実習生の受け入れ開始

近隣の肥育経営のＦ牧場が、倉敷市の監理

団体を通じて、中国人の実習生を受け入れて

いた。そこで、本牧場もＦ牧場に倣って、中

国人の実習生を受け入れることになった。

当時は実習生の労働条件を労働契約書など

の書面で明確にしていなかったため、常時雇

用と実習生の賃金の差をめぐり実習生とトラ

ブルになったことがある。実習生の採用に当

たっては、労働条件を明確にする必要があ

り、以下で述べるように、本牧場と実習生と

の間を取り持つ監理団体の役割が極めて重要

といえる。

（３）現段階の実習生の受け入れ

現在は、広島県福山市の監理団体（一般監

理事業）の協同組合Ｇを通じて実習生を受け

入れている（写真７）。それまで、さまざま

な監理団体の担当者から事業内容の説明を

受けていたが、その中で特に協同組合Ｇが

（１）外国人技能実習生制度に詳しいことと

（２）事務所との物理的距離が近いため、問

題が生じた際に対応が迅速であること―を理

由に同組合を選択した。

なお、技能実習１号は１年以内、技能実習

２号はプラス２年以内、技能実習３号を取得

すればプラス２年以内、通算５年の在留期間

が確保される。さらに、特定技能を取得すれ

ば、在留期間が延長される。

竹信牧場では１人が技能実習３号を取得し

ている。仕事の内容をよく把握し、日本語も

少し話せることから、本牧場にとって大きな

戦力になっている。本実習生は、プラス２年

の在留期間中に他牧場で経験を積むことも選

択できたが、協同組合Ｇの担当者と相談の

上、本牧場に残ることを選択した。

以上のように、監理団体の拠点が本牧場の

近くに立地していることにより、実習生が将

来の意思決定を行う場合にも、相談しやすい

環境となっているといえる。

写真７　実習生のための福利施設

（４）監理団体の役割と現状

監理団体は、（１）技能実習生の募集（２）

現地での面接（３）受け入れまでの手続き

（４）受け入れ後の企業への監査・指導―な

どを行う非営利団体である。

このような事業を行うには、外国人技能実

習機構（OTIT）への監理団体の認可申請を

行い、主務大臣である法務大臣と厚生労働大

臣から監理団体の許可を受ける必要がある。

なお、監理団体は、特定監理団体と一般監

理団体がある。監理できる技能実習生は、前

者が技能実習１号、２号であるのに対して、

後者が技能実習１号、２号、３号である。ち

なみに、本牧場が利用している協同組合Ｇ

は、一般監理団体である。

令和３年11月９日時点での特定監理団体

数は1673団体、一般監理団体数は1748団

体である。また、２号以降の対象職種で、耕

種 農 業 の 特 定 監 理 団 体 数 は852団 体

（50.9 ％）、 一 般 監 理 団 体 数 は459団 体

（26.3％）、畜産農業の特定監理団体数は
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557団体（33.3％）、一般監理団体数は196

団体（11.2％）であり、多くの監理団体が

耕種農業や畜産農業を扱っていることが分

かる。

（５）外国人労働者の雇用

表４で示した通り、竹信牧場の常時雇用

12人のうち３人が外国人労働者で、いずれ

もベトナム人の獣医師である。本牧場は、外

国人労働者をあっせんする会社を通じて彼ら

と通常の雇用関係を締結するとともに、あっ

せん会社には雇用者１人当たり約30万円を

支払っている。３人は20 ～ 30歳代と若く、

主として前述の日本人獣医師のサポートを任

されている。また、資格を考慮した給与体系

になっている。

なお、外国人を雇用する場合、「出入国管

理及び難民認定法」で定められた在留資格の

範囲で、就労が認められている。このように、

法律上の問題をクリアするために、あっせん

会社の役割が大きいといえる。

本牧場では、農業・酪農・牧場の求人サイ

ト「あぐりナビ」に、求人広告を掲載してい

たことをきっかけに、あっせん会社から本牧

場に応募があった。このように、労働力の確

保のためには、WEBを活用した求人活動に

取り組むことが重要な戦略になる。なお、求

職者に職場としての魅力を伝えるために、本

牧場でロータリーパーラーを導入しているこ

とは、大きな広告塔になっている。

本牧場における、実習生や外国人労働者の

採用を含む労務管理は、主として茂治氏の夫

人が担当しているため、茂治氏は経営全体の

管理や飼料作作業に力を注ぐことができる。

このように、トップマネジメントにおいて

も、分業のメリットを享受しているのであ

る。

茂治氏の夫人は、最初のあっせん会社と交

渉して１人目のベトナム人獣医師の採用に至

る過程で、別のあっせん会社の秘書にも知遇

を得た。これにより、もう２人のベトナム人

獣医師を採用することができた。このよう

に、労働力の確保には、本牧場のように、

WEB広告に取り組むことと人的なつながり

を大切にすることが肝要といえる。

本牧場が持続的な展開をするためには、

酪農の技術を確立し、安定的な経営成果を

収める必要がある。ここでは、家畜の飼養

管理と粗飼料生産の側面から見ていくこと

にする。

（１）家畜の飼養管理

竹信牧場の経産牛１頭当たりの生乳生産量

は、前述のように年々増加し、令和４年には

１万1076キログラムになっている。このよ

うな高泌乳を実現している要因について明ら

かにしたい。

第１に、本牧場では、初回にホルスタイン

の性選別精液を用いて人工授精を行ってい

るが、授精できないと和牛精液を種付けし

てF1を生産している。育成牛は北海道の十

勝地方に預託に出している。人工授精の際、

ABS Global社（本社：米国ウィスコンシ

ン州デフォレスト）から精液を購入してい

る。そして、ゲノミック評価も行っている

（写真８）。

４　酪農の技術と経営成果
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第２に、現在は、経産牛の飼養頭数を減ら

す方向にあるので、後継としての育成牛を絞

ることができる。選択から外れた育成牛の販

売は、地域の他の酪農家との相対での取引で

ある。取引価格は、市場価格を考慮して決定

することになっている。なお、雄子牛、Ｆ１、

受精卵移植の和子牛については、肥育もと牛

として家畜市場で販売している。

第３に、飼養管理において、日々の観察が

大切として、疾病の予防対策や早期治療に心

がけている。茂治氏によると、給餌の時に食

べに来ない場合は留意が必要で、乾乳牛の場

合、特に注意している。その結果、健康な乳

用牛の飼養につながり、経産牛の平均除籍産

次（初産分娩から廃用までの期間）が、令和

元年の2.83産、３年の3.29産、４年の3.59

産と長命連産の方向に進んでいる。

第４に、１日３回の搾乳であるが、個体管

理によって搾乳量の変化を把握している。発

情発見装置の導入によって、発情を見逃さな

いことも大きい。

以上のような地道な努力によって、高い水

準の経営成績を享受することができているの

である。茂治氏によると、本牧場における経

産牛の乳量における追求目標は１頭当たり

１万1000キログラムであったが、2022年

にすでに達成している。

（２）粗飼料生産

粗飼料は、デントコーンを栽培している。

令和４年の実績では、生草で年間１ヘクター

ル当たり一期作48トン、二期作42トンを収

穫している。ただし、デントコーンの収穫量

は天候に左右される。播
は し ゅ

種後の出芽時に降雨

がないと、一期作と二期作の合計で50トン

にとどまることもある。

本牧場を含む５戸の酪農経営で構成される

農事組合法人干拓コントラがトウモロコシの

二期作を行っている。本牧場の経営面積は

48ヘクタールに上る。そのうち、31.4ヘク

タールが岡山県と笠岡市の所有地である。そ

の賃借料は255万6117円で、１ヘクタール

当たり８万1405円になる。

なお、年間に購入する粗飼料の量は、４年

において（（　）内の数字は３年）、アルファ

ルファ 1178トン（900トン）、チモシー

322トン（125トン）、イタリアンライグラ

ス217トン（250トン）とアルファルファ

のウエートが高いことが分かる。アルファル

ファは大豆の代替のタンパク源としても活用

している。全国酪農業協同組合連合会（全酪

連）を通じて、良質の粗飼料の購入を目指し

ている。

一時期、同コントラでは、アルファルファ

の栽培を検討した時期もあった。しかし、試

験栽培の結果、収量が少なく、トウモロコシ

の二期作を継続することになった。

以下、トウモロコシ二期作の作業体系を示

す。一期作の播種は、４月上旬～下旬、収穫・

調製は、７月25日～９月中旬である。二期

作の播種は、７月下旬～８月中下旬、収穫・

調製は、11月25日～12月中旬である。なお、

収穫・調製はバンカーサイロで行っている。

トウモロコシの二期作を行っているので、

写真８　牛群データの管理
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堆肥の散布時期は短く、12月中旬～３月末

の４カ月間である。なお、家畜排せつ物は、

共同堆肥舎に堆積し、540ヘクタールの圃
ほじょう

場

に散布している（写真９）。

本牧場では、TMRで飼料給与を行ってい

る。なお、ミックスフィーダー４台（１台は

予備）を用いてTMRの調製を行っている。

平成26年の数値であるが、飼料の乾物自給

率36.4％、国産率39.2％を実現している。

以上のことから、自給飼料のトウモロコシ

の役割は重要であることが分かる。それ故、

成分検査を全酪連に依頼して行っている。

最近の課題としては、トウモロコシの特定

の品種で、ツマジロクサヨトウの被害を受け

るようになったことが挙げられる。それに対

して、本牧場では、発芽から３週間まで、農

薬散布を実施するようにしている。

（３）経営成果

本牧場の令和３年度の財政状態（貸借対照

表）は、表５の通りである。また、経営成績

（損益計算書）は、表６の通りである。なお、

本牧場の期首は１月１日で、期末は12月31

日である。

令和３年度は、図１で見たように酪農経営

をめぐる交易条件が悪化した時期でもある。

この時期においても、表６の四つの利益がす

べてでプラスの数値を上げている。四つの利

益とは、売上総利益、営業利益、経常利益、

税引前当期利益である。

また、表５を基に、以下のような財務の安

全性について検討した。

�当 座 比 率 ＝ 当 座 資 産 ÷ 流 動 負 債 ＝

228.6％

�流 動 比 率 ＝ 流 動 資 産 ÷ 流 動 負 債 ＝

259.4％

�固定比率＝固定資産÷自己資本（純財産の

部）＝ 256.5％

�固定長期適合率＝固定資産÷（自己資本＋

固定負債）＝ 78.5％

当座比率は100％以上、流動比率は200％

以上が望ましいとされている。１年未満の償

還期間の流動負債に匹敵するだけの現金や預

貯金などの当座資産を準備しておくこと、ま

た、回転率の高い棚卸資産を含めた流動資産

の場合、流動負債の２倍以上準備しておくと

いうことになる。本牧場は、二つの経営指標

で望ましい数値をあげている。

固定比率は、長期的に運用する固定資産の

自己資本に対する割合を見たものである。本

牧場の場合、ロータリーパーラーなどの大型

の投資をしており、固定比率の数値がやや大

きくなっている。分母に自己資本だけでなく

１年以上の償還期間の固定負債を加えたもの

が、 固 定 長 期 適 合 率 で あ る。 こ ち ら は、

100％以下が望ましいとされている。この

経営指標も望ましい数値を示している。

以上のことから、本牧場は、財務的に安全

な経営状態にあることが分かる。

写真９　家畜排せつ物の一次処理
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酪農経営を取り巻く環境は、大変厳しく

なっている。輸入飼料の高騰で、交易条件が

悪化している。他方、都府県の酪農部門の構

造を見ると、乳用牛飼養頭数100頭未満の

中小規模酪農経営が減少しているのに対し

て、100頭以上の大規模酪農経営が増加し

ている。しかし、近年の交易条件悪化の中で、

大規模酪農経営の持続的展開のためには、よ

り緻密な経営管理が求められる。

本稿では、岡山県笠岡市の干拓地に立地す

る大規模酪農経営の竹信牧場を対象に、施設

の投資と労務管理の側面から、経営管理の工

夫について明らかにすることを目的とした。

なお、本牧場は、繰り返しになるが、公益社

団法人中央畜産会主催の「平成27年度全国

優良畜産経営管理技術発表会」において最優

秀賞（農林水産大臣賞）を受賞している。

施設の投資の画期は、平成30年３月に40

頭タイプのロータリーパーラーの導入を挙げ

ることができる。投資規模は３億円近くに上

る。本稿では、最適な投資についてまでは言

及できていない。しかし、以下の３点を教訓

として得ることができた。第１に、機種選定

の際に、近隣に代理店が存在するかどうかで

ある。まさしく、故障した場合の対応やメン

テナンスが、安定した経営展開に直結する。

代理店の重要性は、搾乳ロボットを導入する

場合と同じである。第２に、故障した場合の

対応に、古いパーラーを残している点も大き

い。このことも、搾乳ロボットを導入する場

合と同じである。第３に、機種選定に当たっ

て、ロータリーパーラーを導入した牧場を訪

問し、実際に見ていることである。経営者自

らの目で確かめることが肝要と言える。現場

５　おわりに

表５　貸借対照表

資料：竹信牧場

借方 貸方
（資産の部） （負債の部）

流動資産 流動負債 111,234 
　当座資産 254,241 固定負債 571,577 
　棚卸資産 34,262 　計 682,811 
　計 288,503 
固定資産 （純資産の部）
　有形固定資産 資本金 5,000 
　　建物 319,418 利益剰余金 246,957 
　　構築物 27,890 　計 251,957 
　　機械装置 138,384 
　　車両運搬具 7,518 
　　果樹・牛馬等 139,715 
　　土地 5,085 
　　その他 1,043 
　　計 639,053 
　無形固定資産 396 
　投資その他 6,816 
　計 646,265 

合計 934,768 合計 934,768 

令和３年12月31日
（単位：千円）

表６　損益計算書

資料：竹信牧場

科目 金額
売上高

　生乳売上高 619,029 

　生物売却収入 81,381 

　売電収入 28,330 

　計 ① 728,740 

売上原価 ② 550,759 

売上総利益 ③＝①－② 177,981 

販売費及び一般管理費 ④ 147,352 

営業利益 ⑤＝③－④ 30,629 

営業外収益 ⑥ 53,765 

営業外費用 ⑦ 3,643 

経常利益 ⑧＝⑤＋⑥－⑦ 80,751 

特別利益 ⑨ 341 

特別損失 ⑩ 26,833 

税引前当期利益 ⑪＝⑧＋⑨－⑩ 54,259 

令和３年１月１日～12月31日
（単位：千円）
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で稼働しているロータリーパーラーを目の当

たりにすることで、自己の立地する環境に適

合するかどうか判断できるのである。

次に、ロータリーパーラーを中心に、500

頭規模の経産牛を飼養しているので、労働力

の確保が不可欠である。本牧場では、実習生

や外国人労働者を活用していた。前者では監

理団体、後者では外国人労働者のあっせん会

社の役割が大きい。以下の３点を教訓として

得ることができる。第１に、技能実習生の場

合にも、労働条件を明記することが肝要であ

る。常時雇用との労働内容や役割での違いを

意識する必要がある。少子高齢化が進むわが

国において、技能実習生の役割が今後ますま

す大きくなることが予想される。ただし、「技

能実習制度及び特定技能制度の在り方に関す

る有識者会議」の中間報告では、現行の技能

実習制度（人材育成を通じた国際貢献）は廃

止して、人材確保と人材育成（未熟練労働者

を一定の専門性や技能を有するレベルまで育

成）を目的とする新たな制度の創設（実態に

即した制度への抜本的な見直し）を検討する

ように、政府に求めている。第２に、本牧場

の場合、監理会社やあっせん会社から営業が

あった。WEB広告の取り組みが、監理会社

やあっせん会社に対する本牧場のPRにも

なっていたのである。労働力確保には、積極

的に農場や牧場を情報公開していくことが必

要といえる。第３に、本牧場の場合、労働力

確保を含めた労務管理に、代表取締役の妻が

大きな役割を果たしていた。このように、大

規模酪農経営の場合、労務管理を担当するス

タッフの設置が肝要であるといえる。

本牧場における酪農の技術面で得られる教

訓は、第１に、乳用牛の大規模飼養において、

データによる個体管理がより重要になること

である。第２に、個体の能力を高めるために、

牛群検定とゲノミック評価が重要な役割を果

たしていたことである。第３に、乳用牛の観

察が大切なことである。第４に、本地域の自

然条件に合致したトウモロコシ二期作を持続

的に継続することの重要性である。現在のよ

うな飼料価格の高騰の下では、本牧場のよう

な飼料を自給する努力が肝要といえる。

最後に、本牧場では、実習生１人が技能実

習３号を取得していた。２号から３号へ移行

する場合、本牧場だけではなく、他の牧場で

も実習することが可能になる。しかし、本牧

場に残って実習を続けているのである。この

ことは、本牧場が実習生にとって、魅力ある

実習先になっていることを意味している。こ

のような魅力ある実習先や職場環境をいかに

構築していくかが、大規模酪農経営にとっ

て、大切な労務管理における戦略といえる。
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